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東
と う お ん し

温市
〒７９１－０２９２
　東温市見奈良５３０番地１

電話
番号

（０８９）
９６４－２００１

地域
指定 山振　農工　特農　農振　県立公園 FAX

（０８９）
９６４－１６０９

（代表）

https://www.city.toon.ehime.jp/

平１６．９．２１ 市制施行
　　　　　　（重信町・川内町 合併）

〈沿　革〉

　東温市は重信町と川内町が合併して誕生した。市名は公
募。二町が温泉郡の東部に位置し、古くから「東温地区」と
呼ばれていたこと、東温を冠した公共施設などがあり、多くの
住民に親しまれていたこと、由緒ある「温泉郡」の名称の一
部も含まれていること、温暖で、人情豊かなまちのイメージに
ふさわしいことなどから「東温市」が選定された。
松山平野の東玄関にふさわしい“活力あふれるまち”“温か

みのある住みよいまち”として一層発展することの願いが込め
られている。

〈由　来〉

区　分 名　前 任　期

市　長 加
か

うち だ　　 かずよし

藤
とう

　　章
あきら

令和１０．１１．　６

副市長 内田　万美 令和１１．　７．　３

〈行政組織〉
（令和 7. 7. 4現在）

議長 亀田　尚之　副議長 丹生谷 美雄

議員 （条例定数）

（現　　員）

１５人

１５人

任期 令和１０．１１．６

議　会　（令和 7. 4. 1現在）

普通会計 ３３１人

企業会計 １５人

その他会計 １７人

計 ３６３人

職員数（令和 7. 4. 1現在）

　愛媛県の中央部に広がる松山平野の東部に位置し、県
都松山市から１２キロメートルのところにあり、１級河川重
信川流域に開け、東に石鎚山地、南に皿ヶ嶺連峰、北に高
縄山塊の三方を山間部に囲まれた水と緑豊かなまちであ
る。
　温暖な気候で豊かな土壌に恵まれ、米麦を中心とした
農林業が主産業であったが、国道１１号をはじめ主要一般
道、一般県道及び伊予鉄道横河原線が走り、さらには、四
国縦貫自動車道（松山自動車道）川内インターチェンジ、
東温スマートインターチェンジが設置されるなど交通網の
整備等立地条件に恵まれ、近年は土地区画整理事業や工
業団地の整備により、県都松山市のベッドタウンとして住
宅化や流通、製造業等の企業進出が進んでいます。
　また、昭和４８年に愛媛大学医学部が開設され、幼稚園
から大学までのあらゆる教育施設が整備されたほか、医
療・福祉施設も数多く設置され、西日本初となる常設劇場
である「坊っちゃん劇場」とも併せて、健康福祉と教育文化
のかおり高いまちとして発展を続けています。

〈市町のあらまし〉

建築年度 増 改 築 主な増改築箇所

平１１年度

〈庁舎の建設年度〉

区　分 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 平２７国調 令２国調 令７.１.１住基

人　口 （４．１％）
３３，０５８

（５．０％）
３４，７０１

（１．７％）
３５，２７８

（△０．１％） （△１．８％）
３５，２５３ ３４，６１３

（△２．１％）
３３，９０３ ３２,９５９

男 １５，９４４ １６，７３０ １７，１０５ １６，９７５ １６，６２２　　 １６，１８０　　　　 １５,６０１

女 １７，１１４ １７，９７１ １８，１７３ １８，２７８ １７，９９１　　 １７，７２３　　　　 １７,３５８

世帯数　　 １０，８０１ １１，９２１ １２，８６１ １３，４９０ １３，９７８　　 １４，３３１　　　　 １５,９０６

率減増は）　　（〉数帯世・口人〈



男

女

計

１２,９２８　人

１４,７３４　人

２７,６６２　人

）％．ａｈ（　（令和２.２.１現在）

（令３年）

令７.７.１
（㎢）

道路等整備事業

小学校施設大規模改修事業

中学校施設大規模改修事業

河川敷公園整備事業

市営住宅改修事業

１,０４１

８２９

７５６

１４３

６１

６,１３０

３,９４５

１,０３５

１,００５

５１７

４９７

４２０

１,８１３

３３,７３５

９５,７５２

１３１,３００

１,０６８

２,８１２

１１,８３７

１５,７１７

１.４　％

２５,７　％

７２,９　％

１００.０　％

６.８　％

１７.９　％

７５.３　％

１００.０　％
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区　分 総生産額（令４年度） 就業人口（令２国調）

第１次

第２次

第３次

計

〈産　業〉　産業構造

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

（百万円・人）

１人当たり
市町民所得

千円
２,８７０

所得　（令４年度）

品　　　　　名 製造品出荷額等

３３,２１２電気機械　

１９,４４３生産用機械

）円万百（　業造製要主

事　　　業　　　名 事　業　費 事　　　業　　　名 事　業　費

道路等整備事業

学校施設大規模改造等事業

河川敷公園整備事業

保育所施設改修事業

地域住宅交付金事業

飲料水兼用耐震性貯水槽整備事業

避難所空調設備整備事業

業事設建な主の後今令和６年度の主な建設事業 ）円万百（）円万百（

区　分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上

人　口 ４，１４７　人 １９，１０５　人　　　　１０，２１６　人

構成比 １２．２　％ ５６．４　％ ３０．１　％

年齢構成　（令２国調） 選挙人名簿
登録者数　（令和７．９．１現在）

総　面　積 林野面積 林　野　率 経営耕地面積 宅地化率

田 畑 樹園地 令６１.１

２１１．３０ １６，１０８ ７６．２ １，０７９　　　 ９９７　　　　 ５０ ３２ ７．５

〉用利地土〈
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名勝旧跡
観光施設

皿ヶ嶺連峰県立自然公園　白糸の滝　北吉井のビャクシン　大ツツジ　木造聖観音菩薩立像
漣痕化石　層塔及び五輪塔群　経塚　奥重信　歴史民俗資料館　白猪の滝　唐岬の滝　滑川渓谷
上林の風穴　川上神社古墳　医王寺本堂内厨子　三島神社本殿　塩ヶ森ふるさと公園　
東温市ふるさと交流館　さくらの湯観光物産センター　坊っちゃん劇場　
東温アートヴィレッジセンター　見奈良天然温泉利楽　高畠華宵大正ロマン館　

祭　　り
催 し 物

寒ぼたん祭（１月）  家族で楽しむほっちょ市（１月、４月、７月、１１月）  
源太桜まつり（３月下旬～４月上旬）　産業まつり（４月）    
どてかぼちゃカーニバル（９月中旬）　獅子舞競演会（１０月）　文化祭（１１月）  
白猪の滝まつり（１１月）

公　　営
宿泊施設

もち麦　はだか麦　いちご　さくらひめ　テッポウユリ　しきみ　ケール　陽光桜　ほっちょ鶏　どぶろく（ながい、
由起っ娘物語） 地酒小冨士　ＳＡＫＵＲＡｓｅｌｅｃｔ商品（もち麦関連商品、どぶろく関連商品、陽光桜関連商品、とら巻、
まるとっと（干物）、麦稈細工、ダーツ等）

中央公民館（老人福祉センター併設） 川内公民館　図書館（プラネタリウム） 歴史民俗資料館・収蔵庫　小学校（７）
中学校（２） 幼稚園（４） 保育所（６） 認定こども園（１） 学校給食センター（１） 総合公園（テニスコート・サッカー
グラウンド・クロッケー場）　農林業者トレーニングセンター　農村環境改善センター　消防署　防災センター　農村
公園(５） ツインドーム重信（体育館・アスレチック） 川内支所　生活改善センター　総合保健福祉センター　川内
健康センター　福祉館　川内体育センター 塩ヶ森ふるさと公園　ふるさと交流館　さくらの湯観光　物産センター  
東温アートヴィレッジセンター　重信浄化センター　川内浄化センター　市民運動場　火葬場　いわがらこども館  
さくらこども館　よしいのこども館　滑川野外活動センター

○誰もが安心して働ける、多様で魅力的なしごとの場をつくる
○住みよさを全国に広くアピールし、新しい人の流れをつくる
○出会い、子どもを産み、育てていく希望がかなうまちをつくる
○安心して生涯暮らせる、夢の持てる地域社会をつくる

１　みんなが元気になる健康福祉のまち
①生涯健康づくりの推進　②地域福祉体制づくりの推進　③高齢者施策の充実　④障がい者施策の充実　⑤子育

　　て支援の充実　⑥社会保障の充実

２　安全で快適な社会基盤のまち
　①安全・安心な都市基盤の整備　②良好な住環境づくりの推進　③環境施策の総合的推進　④上下水道等の整備
　⑤消防体制と防災・減災対策の充実　⑥防犯・消費生活・交通安全対策の充実

３　創造性と活力に満ちた元気産業のまち
　①農林業の振興　②商工業の振興　③観光・物産の振興　④雇用・勤労者福祉の充実

４　心豊かに学びあう文化創造のまち
　①学校教育の充実　②青少年の健全育成　③生涯学習社会の推進　④文化・スポーツの振興

５　みんなでつくる協働・自立のまち
　①人権尊重のまちづくりの推進　②男女共同参画社会の形成　③地域コミュニティの育成　④市民と行政との協働
　　のまちづくりの推進　⑤自立した自治体経営の推進

〈観光・レクリエーション〉

〈名物・特産品〉

〈主な公共施設〉

〈主要課題〉

〈地域づくりの事業等〉
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形態 地方公社の名称 設立登記
年月日

資本金（千円）
出資割合（％） 主　な　事　業　内　容

画　計　本　基想　　　構　　　本　　　基

計　　画　　の　　名　　称 議決年月日 期　　　間 期　　　間

令３～令７年度令７年度～８２平６１．２１．７２平画計合総市温東次２第　

（令和 7． ４． １現在）〉況状立設の社公方地るいてし資出が町市〈

東温市

〈総合計画〉

（令和 7． ４． １現在）〉※第１部末尾参照構機政行〈




